
村のいとなみを伝えるマガジン
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今月の表紙 2020.5.24

からむし焼き
５月の昭和村の風物詩である「からむし焼き」。不安定な天候で、予定通りに焼くことが難しかった生産者

もいるようですが、多くの畑で無事にからむし焼きを終えることができたようです。

新型コロナウイルス感染症により「新しい生活様式」が示され、暮らしの中で変えざるをえない部分も出
てきます。そんな中で変わってはいけないもの、変えなければならないものもあるかと思います。予期せず
訪れてしまった困難な時代に、昭和村はどうあるべきか、ふと古から続く「からむし焼き」を見て考えさせ
られました。
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reading
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江
戸
時
代
の
饗
応
料
理

の
復
元
計
画

5
月
13
日
に
下
中
津
川
の

昭
和
村
公
民
館
2
階
研
修
室

で
昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
1
階
和
室
で
行
う
こ
と
が

多
か
っ
た
の
だ
が
、
三
密
を

避
け
る
と
い
う
意
味
で
、
10

名
ほ
ど
の
会
議
で
あ
っ
た
が
、

2
階
の
全
部
を
使
い
、
テ
ー

ブ
ル
を
2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離

し
て
距
離
を
置
い
て
、
部
屋

入
り
口
等
の
戸
・
窓
も
開
放

し
た
状
態
で
実
施
さ
れ
た
。

入
室
前
に
は
手
指
の
消
毒
も

行
っ
た
。

令
和
2
年
は
年
初
か
ら
新

型
感
染
症
の
地
球
上
へ
の
拡

大
と
な
っ
て
、
非
常
事
態
の

宣
言
、
外
出
の
禁
止
、
村
内

へ
の
県
外
者
（
汚
染
拡
大
地

区
か
ら
）
を
入
れ
な
い
た
め

に
、各
種
施
設
も
閉
鎖
さ
れ
た
。

日
本
政
府
も
世
界
各
地
か

ら
の
渡
航
者
の
入
国
を
禁
止

し
て
い
る
。
そ
れ
は
世
界
各

地
で
も
同
様
で
あ
る
。
同
時

代
を
生
き
る
中
で
こ
う
し
た

大
き
な
社
会
事
件
は
、
実
際

に
は
個
人
の
記
帳
・
記
録
に

残
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
れ

は
日
常
の
延
長
で
あ
る
か
ら
、

記
録
媒
体
と
し
て
は
新
聞
等

が
優
れ
て
い
る
。

さ
て
、
審
議
会
は
任
期
が

新
し
く
な
り
安
藤
教
育
長
か

ら
5
名
の
委
員
に
委
嘱
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
委
員
長
の

選
任
が
あ
り
、
継
続
し
て
2

年
間
、務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

安
藤
教
育
長
は
臨
時
休
校
、

分
散
登
校
等
、
日
々
変
わ
る

状
況
へ
の
対
応
に
つ
い
て
挨

拶
の
中
で
話
さ
れ
た
。
ま
た

村
か
ら
む
し
振
興
室
で
は
、

い
わ
ゆ
る
織
姫
体
験
生
の
受

け
入
れ
も
7
月
以
降
に
な
る

こ
と
等
、
説
明
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
感
染
症
の
拡
大

等
で
予
定
が
大
き
く
秋
開
始

に
ず
れ
込
む
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
昭
和
学
講
座
と
し

て
文
化
財
勉
強
会
を
9
月
か

ら
12
月
、
月
2
回
程
度
の
開

催
で
議
論
し
た
。

１
９
７
３
年
に
発
刊
さ
れ

て
い
る
『
昭
和
村
の
歴
史
』

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
60
分
ほ

ど
学
び
、
そ
の
後
、
村
内
で

近
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の

報
告
を
30
分
程
度
で
毎
回
数

名
に
お
願
い
す
る
。
小
野
川

で
行
わ
れ
て
い
る
民
具
整
理

（
協
力
隊
の
押
部
さ
ん
）、
古

文
書
（
松
尾
さ
ん
）、
織
姫

研
修
生
等
や
保
存
協
会
等
の

か
ら
む
し
管
理
（
緒
方
さ
ん
、

研
修
生
、
Ｏ
Ｇ
等
）。
現
在

の
課
題
を
整
理
し
現
況
を
共

有
し
次
の
時
代
へ
の
対
応
を

考
え
、
相
互
に
学
ぶ
場
と
し

た
い
。

ま
た
村
内
に
残
さ
れ
て
き

た
書
面
の
翻
刻
を
通
じ
て
、

江
戸
時
代
の
饗
応
料
理
の
復

元
も
行
わ
れ
る
。
現
在
、
松

尾
さ
ん
が
下
中
津
川
の
本
名

信
一
さ
ん
宅
に
残
さ
れ
た
書

面
を
調
査
し
目
録
を
作
成
し

て
い
る
。
宝
暦
・
天
明
・
文

政
・
天
保
年
間
に
幕
府
役
人

が
野
尻
組（
現
在
の
昭
和
村
）

に
来
て
お
り
、
そ
の
な
か
で

出
さ
れ
た
料
理
・
素
材
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
確
認
し
て
い
る
も

の
に
、
伊
達
家
中
で
白
石
の

川
口
山
内
家
が
来
村
し
た
際

の
料
理
と
、
村
内
で
行
わ
れ

た
婚
礼
の
膳
の
内
容
を
記
し

た
も
の
も
あ
り
、
関
連
で
資

料
を
調
査
し
て
い
る
。

野
尻
組
は
、
い
わ
ゆ
る
南

山
御
蔵
入
領
（
幕
領
、
会
津

藩
預
か
り
領
を
交
互
）
で
あ

り
、
幕
府
吏
僚
の
監
察
来
迎

に
あ
た
っ
て
は
郷
頭
・
名
主

ら
の
協
議
に
よ
り
華
美
に
な

ら
ず
失
礼
に
あ
た
ら
な
い

「
質
素
な
料
理
」
の
提
供
に

務
め
て
お
り
、
天
明
期
の
巡

察
に
同
行
し
た
地
理
学
者
・

古
川
古
松
軒
が
記
し
た
同
時

代
記
録
『
東
遊
雑
記
』（
現
在
、

平
凡
社
刊
行
で
読
め
る
）
で

は
、
会
津
は
ど
の
村
で
も
同

じ
よ
う
な
食
事
が
出
て
、
そ

の
食
事
の
ま
ず
さ
を
書
い
て

い
る
。
こ
れ
は
迎
え
る
側
の

意
図
か
ら
す
れ
ば
成
功
し
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
と
異
な
る
料
理

と
し
て
、
村
内
で
の
婚
礼
料

理
や
、
か
つ
て
の
領
主
の
来

村
と
い
う
制
限
の
な
い
も
て

な
し
の
復
元
は
と
て
も
重
要

で
、
吏
僚
の
饗
応
内
容
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
実
際
の
食

材
の
豊
富
さ
等
を
認
識
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
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博
昭
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大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
77
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
















